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1.患者力とは

「患者力」とは、患者自身が自分で納得いく医
療を受けるための力です。高度な医療が求めら
れる今日、チーム医療の一員として患者が位置
づけられており、医療者と患者の協働が不可欠
となっています。とくに、患者は、治療の選択
など複雑で繊細な問題について患者自身や家族
の考えや思いを医療チームに伝え意思決定をす
る重要な役割があります。

参照:冊子 P1



2.チーム医療における患者・家族の役割

患者・家族が
チーム医療の
中心にいる

参照:冊子 P11



3.コミュニケーション 参照:冊子 P3-4



3.コミュニケーション 参照:冊子 P6-7



3.コミュニケーション 参照:冊子 P5-6



3.コミュニケーション 参照:冊子 P8-9



3.コミュニケーション 参照:冊子 P12-14

1.挨拶
・自分から挨拶をする。
・笑顔で挨拶する。
・相手の目を見て挨拶する。
・はっきりした言葉で挨拶する。
2.伝える

  ・自分の考えを簡潔に理由と一緒に話をする。



3.コミュニケーション:挨拶 参照:冊子 P12



3.コミュニケーション 参照:冊子 P14・P18



3.コミュニケーション 参照:冊子 P15-P16



3.コミュニケーション 参照:冊子 P17

厚生労働省のホーム
ページなどで無料で印
刷できます。



3.コミュニケーション 参照:冊子 P21

3.理解する
病院での医療従事者からの説明は、専門的で
とても難しいことが多く、はじめて聞く言葉も
多いため理解することが難しいこともあります。
しかし、理解できなければ、自分らしい意思決
定ができなくなります。理解することは重要で
す。



3.コミュニケーション 参照:冊子 P21

時間のない、診察時間の
中で、質問をするのは、
とても勇気がいりますが
納得できる医療を受ける
ためにも質問してみま
しましょう。



災害看護

震源の深さ 10-50km 浅いと揺れが強く、深いと津波のリスク
震源の深さとは、震源とその真上にある地表の距離のことで、どの
ような地震が起こったのかを伝える重要な指標となる。

https://bousai-energy.jp/c2-drr/c21-glossary/223/



災害看護
マグニチュード 地震そのものの規模

https://www.sakurajimusyo.com/guide/34386/ https://www.toahome.com/column/?p=11219



災害看護

引用:日本気象協会



災害看護



災害看護



災害看護



災害看護



4.意思決定と患者力

・大切にしている人

・大切にしていること

・自分の価値観、周囲の価値観

・病気のことをどう理解しているか



4.意思決定と患者力

1)自分の考えや希望を伝える 
・何を大切にしたいか（生活、治療効果、家族との時間など）

 ・不安や心配なこと 
・治療や療養に対する希望 

2)医療者からの説明を理解しようとする 
・治療の目的や効果

 ・リスクや副作用 
・他の選択肢の有無 

3)わからないことは質問する 
・専門用語の意味 
・治療後の生活への影響 
・費用や通院頻度など



4.意思決定と患者力

3)情報を整理して比較検討する
・それぞれの選択肢のメリット・デメリットを考える
・自分の価値観に合うかを検討する

4)必要に応じて家族や信頼できる人と相談する
・家族の支援体制を確認する
・自分の考えを共有する

5)最終的な意思を表明する
・十分に納得したうえで選択する
・状況が変わった場合は意思を伝え直す

「患者は、自身の価値観や希望を医療者に伝え、提供された情報を理
解・検討しながら、納得したうえで治療や療養方針を選択できるよう主
体的に意思決定に参加することが求められる。」



5.自分らしく生きる



5.自分らしく生きる



5.自分らしく生きる



5.自分らしく生きる



5.自分らしく生きる



【苦しみとは】

引用:苦しみの中にしあわせはみつかる

5.自分らしく生きる



6.自分の人生の最終段階における医療・ケアについて



6.自分の人生の最終段階における医療・ケアについて

厚生労働省HP

誰でも、いつでも、命に
関わる大きな病気やケガ
をする 可能性がある。
命の危険が迫った状態に
なると、約70%の人が、
医療やケアなどを自分で
決めたり望みを伝えたり
することができなくなる。



6.自分の人生の最終段階における医療・ケアについて

厚生労働省HP



コミュニケーションがすべてにつながります
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